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発行 １６．７．１９ 
 
      ＪＲ東労組 業務部 

本日 36 交渉（第 2 回目）を行っています。しかし 14:00 団体交渉が

中断しました。第 1回交渉においては「支社別の時間外労働、休日勤務、
年休、研修、出張、標準員数、現在員数を示す」よう求めましたが、示

されませんでした。そして、「各地方交渉において必要なデータは示す」

と会社側の回答を受け、第 2回交渉に臨みました。本日は、その経過に
基づいて議論を再開しました。ところが！ 会社は支社別の時間外労働時

間及び休日労働実績は明らかにしたものの、それ以上のデータは示され

ないままです。「支社別の標準数は示せない」「標準数はあくまで需給管
理上の目安」と主張しました。また、各地方においても議論のために求

めたデータが示されていないことも明らかになりました。 

 本部は各地で発生している時間外労働・休日勤務の増加は、深刻な
要員不足に起因していると認識しています。データが示されない現在の

状況では根本的な問題解決に向けて具体的な議論を深めていくことがで

きません！ ！  
  


